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第
17
回
定
時
総
会

１
．開
催
日
時　
平
成
23
年
６
月
16
日
㈭

13
：
30
〜
15
：
00

２
．開
催
場
所　 

大
阪
市
淀
川
区
宮
原

４
―
２
―
１

メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

「
ソ
レ
イ
ユ
」

３
．
総
会
次
第

⑴
開
会
宣
言

⑵
会
長
挨
拶

⑶
議
長
就
任

⑷
定
時
総
会
成
立
報
告

⑸
議
事
録
署
名
者
選
任

⑹
議
案
審
議

第
１
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

 

平
成
22
年
度
収
支
決
算

お
よ
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案  

平
成
23
年
度
事
業
計
画

（案）

第
４
号
議
案  

平
成
23
年
度
収
支
予
算

（案）

第
５
号
議
案　

会
則
の
改
定

⑺
閉
会
宣
言

◆

　

大
阪
市
で
開
催
し
た
今
回
の
定
時
総

会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
鑑
み
、
例
年
開
催
し
て
い
た

基
調
講
演
、
懇
親
会
お
よ
び
翌
日
の
ゴ

ル
フ
・
観
光
は
取
り
や
め
、
総
会
の
み

の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
畿
地
方
の
行
政
・
経
済
・
文
化
・

交
通
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
市
は
、

淀
川
の
河
口
に
開
け
た
古
く
か
ら
の
港

湾
都
市
で
、
瀬
戸
内
海
と
京
を
繋
ぐ
水

運
の
要
を
担
い
、
西
日
本
の
中
心
と
し

て
栄
え
て
き
た
都
市
で
す
。
ま
た
近
畿

圏
最
大
の
都
市
と
し
て
、
近
畿
の
政
令

指
定
都
市
で
あ
る
神
戸
・
京
都
と
あ
わ

せ
て
「
三
都
」
「
京
阪
神
」
と
も
称
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
域
の
西
部
は
大
阪
湾
に
面
し
、
沿

岸
北
西
部
に
か
け
て
は
阪
神
工
業
地
帯

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
は
市
内
全
域
が
瀬
戸
内
海
式

気
候
に
属
し
、
気
候
は
年
間
を
通
し
て

温
暖
で
す
。
た
だ
、
夏
の
暑
さ
は
全
国

的
に
見
て
も
厳
し
い
ほ
う
で
、
35
℃
以

上
の
猛
暑
日
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
近
年
は
、
都
市
化

に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影

響
で
、
郊
外
に
比
べ
夜
間
の
気
温
が
低

下
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

第
17
回
定
時
総
会
は
、
市
内
淀
川
区
の

メ
ル
パ
ル
ク
大
阪
を
会
場
に
、
関
西
支

部
の
ご
協
力
の
も
と
に
運
営
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
多
く
の
方
が
ご
出
席
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
審
議
で
は
、
上
に
も
掲
げ
ま
し

た
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
員
一
致
で
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

17

回

定

時

総

会

開

催

役 員 名 簿
任期：平成22年６月から平成24年６月

環境開発興業株式会社
〒807-0815 北九州市八幡西区本城東3－1－23
TEL 093-602-2500　FAX 093-601-0633

豊興産株式会社
〒010-1637 秋田市新屋扇町12－49
TEL 018-828-4611　FAX 018-828-3373
日立メンテナンス株式会社
〒440-0095 愛知県豊橋市清須町字兵庫85－１
TEL 0532-32-1523　FAX 0532-32-5359
株式会社ケンセイ
〒533-0033 大阪市東淀川区東中島1－18－31
TEL 06-6323-6781　 FAX 06-6320-3594

株式会社環境開発公社
〒733-0035 広島市西区南観音6－12－21
TEL 082-232-7106　FAX 082-295-1540

環境開発興業株式会社
〒807-0815 北九州市八幡西区本城東3－1－23
TEL 093-602-2500　FAX 093-601-0633
管清工業株式会社
〒536-0007 大阪市城東区成育1－6－26
TEL 06-6934-2361　FAX 06-6934-2369

宇都宮文化センター株式会社
〒321-0102 栃木県宇都宮市江曽島町2070
TEL 028-633-6171　FAX 028-632-8415
アクアインテック株式会社　
〒439-0022 静岡県菊川市東横地3311－1
TEL 0537-35-0312　FAX 0537-35-0313
管清工業株式会社
〒158-0098 東京都世田谷区上用賀1－7－3
TEL 03-3709-5151　FAX 03-3709-4338
アクアインテック株式会社
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2－11－2
TEL 03-5825-6121　FAX 03-5825-6228
トーエイ株式会社
〒470-2105 愛知県知多郡東浦町藤江ヤンチャ28－1
TEL 0562-83-3880　FAX 0562-83-8911
青木清掃株式会社
〒363-0015 埼玉県桶川市南1－2－6
TEL 048-775-1551　FAX 048-728-1699

管清工業株式会社
〒158-0098 東京都世田谷区上用賀1－7－3
TEL 03-3709-5151　FAX 03-3709-4338

永　野　刀　男

石　黒　　　望

久保田　敏　嗣

坂　田　正　祐

小　林　友　則

笠　置　政　治

篠　原　廣　明

神　山　正　巳

小野田　信　彦

佐　藤　　　清

内 藤 正 治

今　津　　　昭

青　木　勝　美

長谷川　　　清

協会役職 会社名および所在地・連絡先 氏　名

会　長

副会長

常任理事

常任理事

会計監事

会計監事

名誉顧問

理　事
東北･北海道
支部長

株式会社環境開発公社
〒733-0035 広島市西区南観音6－12－21
TEL 082-232-7106　FAX 082-295-1540

小　林　友　則
理　事

中国･四国支
部長

理　事
中部支部長

理　事
関西支部長

理　事
九州支部長

理　事
総務委員長

理　事
広報委員長

理　事
技術委員長

総会のようす
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は
じ
め
に

　

会
員
の
皆
様
、
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
日
頃
は
オ
ー
ル

ラ
イ
ナ
ー
協
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
尽

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
過
日
６
月
16
日
に
は
、

私
は
体
調
を
崩
し
て
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
小
林
友
則
副
会
長
の

下
で
、
第
17
回
定
時
総
会
が
滞
り
な
く

全
て
の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
の
中
は
、
地
震
・
津
波
・
原
子
力

発
電
所
の
事
故
と
東
日
本
大
震
災
の
傷

跡
が
大
き
く
深
く
残
り
、
な
か
な
か
復

旧
・
復
興
の
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会

は
震
災
対
策
支
援
の
一
端
と
し
て
、
仙

台
市
宮
城
野
区
に
お
き
ま
し
て
、
被
災

者
の
皆
様
に
入
浴
施
設
の
提
供
を
実
施

し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
７
月
26
日
〜
29
日
に
開

催
さ
れ
た
「
下
水
道
展
'11
東
京
」
の

ブ
ー
ス
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
仙
台
市
様
に
義
援
金
を
、

重
大
な
被
災
を
さ
れ
た
会
員
に
は
見
舞

金
を
少
額
で
す
が
お
届
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在
は
、
管
路

更
生
を
施
工
し
た
ス
パ
ン
の
追
跡
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
管
き
ょ
更
生
事
業
が
十
分

に
耐
震
性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
全
安
心
の
最
前
線

　

さ
て
、
昨
年
は
当
協
会
設
立
後
初
め

て
施
工
延
長
が
前
年
度
実
績
を
下
回

り
、
単
年
度
で
は
６
３
・
１
㎞
と
な

り
、
累
計
施
工
延
長
は
６
９
８
㎞
（
平

成
23
年
３
月
31
日
現
在
）
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
前
年
度
対
比
約
17
％

減
の
４
１
４
㎞
と
な
り
前
年
度
を
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
耐
震
対

策
と
し
て
の
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
浮
上
防

止
改
善
や
管
口
接
合
部
対
策
に
傾
注
し

た
結
果
で
す
が
、
全
般
に
は
大
口
径
の

施
工
が
増
加
し
て
い
る
関
係
も
あ
り
、

事
業
予
算
的
に
は
例
年
ど
お
り
で
す
。

予
算
配
分
方
法
で
は
今
年
度
か
ら
多
少

変
化
が
有
り
ま
し
た
が
、
予
防
保
全
型

の
管
き
ょ
更
生
事
業
は
さ
ら
に
増
加
す

る
傾
向
で
あ
り
、
品
質
管
理
・
施
工
管

理
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
策
定
さ

れ
る
の
で
、
長
寿
命
化
対
策
・
耐
震
対

策
の
必
要
性
か
ら
、
国
庫
補
助
対
象
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
水
管

路
の
更
生
に
関
し
て
も
２
〜
３
年
掛
か

り
で
管
理
基
準
の
策
定
に
着
手
し
、
官

民
連
携
新
技
術
研
究
開
発
事
業
に
も
参

画
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
来
形

検
査
方
法
の
一
つ
と
し
て
超
音
波
に
よ

る
硬
化
確
認
方
法
の
実
証
実
験
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
当
協

会
で
は
地
盤
へ
の
追
従
性
確
認
の
た
め

の
管
体
引
張
・
曲
げ
試
験
装
置
を
開
発

し
、
デ
ー
タ
の
収
集
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
用
水
路
用
の
材
料
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
さ
ら
に
、
施
工
技
術
の
向

上
を
目
指
し
、
人
材
育
成
の
た
め
の
各

種
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
特
に
、
技

術
管
理
者
研
修
・
統
括
監
理
者
研
修
に

注
力
し
、
施
工
研
修
会
の
開
催
回
数
を

増
加
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
各
会
員
が
創

意
工
夫
し
て
成
功
し
た
も
の
を
共
有
の

財
産
と
す
る
た
め
に
、
現
場
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
Ｓ
工
法
」
、
「
穿
孔

器
歯
」
（
ビ
ッ
ト
）
、
「
止
水
プ
ラ

グ
」
（
ゴ
ム
の
改
良
）
に
つ
い
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
青
年
部
を

中
心
と
す
る
、
成
功
例
・
失
敗
例
等
の

意
見
交
換
会
や
穿
孔
研
修
会
の
開
催
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。
以
上
の
よ
う
に

事
業
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
は
、
会
員
会

社
・
メ
ー
カ
ー
・
協
会
が
一
致
団
結
し

て
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
施

工
集
団
で
す
。
下
水
道
管
路
の
改
築
・

修
繕
事
業
は
、
膨
大
な
ス
ト
ッ
ク
を
か

か
え
る
社
会
資
本
整
備
の
一
翼
を
担

う
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
最
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
最
先
端
に
お
り
、
官
民

を
問
わ
ず
関
係
諸
団
体
か
ら
の
ど
ん
な

要
望
に
も
対
処
で
き
る
集
団
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
「
地
球
に
優

し
く
、
環
境
を
汚
染
せ
ず
、
施
工
会
社

の
誰
に
で
も
簡
単
に
施
工
で
き
る
、
事

業
と
し
て
魅
力
あ
る
工
法
」
を
旗
印

に
、
単
年
度
の
施
工
延
長
１
０
０
㎞
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
総
会
の
御
礼
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
管
路
更
生
事

業
の
信
頼
性
が
高
ま
れ
ば
、
発
注
量
の

増
加
は
大
い
に
期
待
で
き
、
会
員
の
皆

様
の
活
躍
の
場
は
広
が
る
と
思
い
ま

す
。
当
協
会
は
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、

体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
自
治
体
や
会
員
の
皆
様
か

ら
の
情
報
収
集
を
図
り
、
全
支
部
に
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
大
い
に
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、会

員
各
社
の
ご
隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

て
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会

長

挨

拶

単
年
度
施
工
延
長
１
０
０
㎞
を
目
指
そ
う
！

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会　

会
長　

永
野　

刀
男
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事
業

内
容

年
　

月
場

　
所

平
成

23年
４

５
６

７
８

９
10

11
12

平
成

24年
1

2
3

１
総

会
・

懇
親

会
第

17回
関

西
６

月
16日（

木
）

メ
ル

パ
ル

ク
大

阪

２
理

事
会

管
清

工
業

有
楽

町
会

議
室

４
月

15日（
金

）
管

清
有

楽
町

６
月

16日（
木

）
メ

ル
パ

ル
ク

大
阪

○
○

本
部

事
務

局
会

議
室

３
総

務
委

員
会

委
員

長
に

一
任

７
月

13日（
水

）
管

清
有

楽
町

○
４

広
報

委
員

会
委

員
長

に
一

任
７

月
13日（

水
）

管
清

有
楽

町
○

５
技

術
委

員
会

委
員

長
に

一
任

６
月

20日（
月

）
管

清
有

楽
町

○

６
各

支
部

総
会

東
北

・
北

海
道

支
部

５
月

21日（
土

）
メ

ト
ロ

ポ
リ

タ
ン

盛
岡

関
東

支
部

５
月

19日（
木

）
青

山
ア

イ
ビ

ー
ホ

ー
ル

中
部

支
部

４
月

22日（
金

）
ル

ブ
ラ

王
山

関
西

支
部

４
月

13日（
水

）
メ

ル
パ

ル
ク

大
阪

中
国

・
四

国
支

部
５

月
27日（

金
）

広
島

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

ホ
テ

ル
九

州
支

部
６

月
３

日（
金

）
A

N
A

ク
ラ

ウ
ン

プ
ラ

ザ
ホ

テ
ル

福
岡

７
青

年
部

会
部

会
長

に
一

任
５

月
12日（

木
）

６
月

16日（
木

）
○

○
キ

ャ
ッ

ス
ル

プ
ラ

ザ
メ

ル
パ

ル
ク

大
阪

８
技

術
管

理
者

試
験

（
技

術
更

新
講

習
含

）

新
規

　
旭

テ
ッ

ク
横

地
７

月
７

日
～

８
日

更
新

　
東

北
北

海
道

開
催

８
月

19日（
金

）
青

森
県

営
ス

ケ
ー

ト
場

更
新

　
関

東
開

催
５

月
23日（

月
）

八
重

洲
ホ

ー
ル

更
新

　
中

部
開

催
６

月
24日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
更

新
　

関
西

中
国

四
国

開
催

９
月

２
日（

金
）

岡
山

ア
ネ

ッ
ク

ス
更

新
　

九
州

開
催

９
月

27日（
火

）
毎

日
西

部
会

館

９
統

括
監

理
者

試
験

（
統

括
更

新
講

習
含

）

東
北

・
北

海
道

支
部

８
月

19日（
金

）
青

森
県

営
ス

ケ
ー

ト
場

関
東

支
部

７
月

12日（
火

）
八

重
洲

ホ
ー

ル
中

部
支

部
５

月
13日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
関

西
支

部
７

月
２

日（
土

）
ケ

ン
セ

イ
本

社
中

国
・

四
国

支
部

９
月

２
日（

金
）

岡
山

ア
ネ

ッ
ク

ス
九

州
支

部
９

月
27日（

火
）

毎
日

西
部

会
館

10
施

工
研

修
会

東
北

･北
海

道
ブ

ロ
ッ

ク
７

月
15日（

金
）

伊
藤

組
関

東
ブ

ロ
ッ

ク
４

月
23日（

土
）

管
清

工
業

横
浜

技
術

セ
ン

タ
ー

中
部

ブ
ロ

ッ
ク

４
月

８
日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
７

月１日（
金

）富
山

職
業

訓
練

セ
ン

タ
ー

９
月

15日（
木

）
小

牧
市

勤
労

セ
ン

タ
ー

関
西

ブ
ロ

ッ
ク

４
月

26日（
火

）
ケ

ン
セ

イ
北

大
阪

支
店

中
国

四
国

九
州

ブ
ロ

ッ
ク

８
月

26日（
金

）
環

境
開

発
興

業

11
下

水
道

展
東

京
７

月
26日

～
29日

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

12
公

開
デ

モ
・

展
示

会
支

部
名

関
東

支
部

管
更

生
技

術
施

工
展

開
催

日
５

月
25日（

水
）

10月
５

日（
水

）
場

　
所

平
塚

市
福

岡
市

13
施

工
実

績
回

収
･作

成
回

　
　

収
印

　
　

刷
配

　
　

布
ニ

ュ
−

ス
誌

２
回

／
年

発
刊

V
ol. 27号

Vol. 28号

平
成
23年

度
　
事
業
計
画



（5）　  平成23年８月25日発行 オールライナーニュース 第27号

地
震
発
生

　

３
月
11
日
14
時
46
分
、
そ
の
時
私
は

青
森
県
八
戸
市
に
て
、（
公
社
）日
本
下
水

道
管
路
管
理
業
協
会
（
管
路
協
）
会
員

で
あ
る
Ｓ
社
の
２
階
会
議
室
で
現
場
施

工
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
そ
の
最
中
、
Ｙ
課

長
の
携
帯
電
話
が
「
緊
急
地
震
速
報
」

を
知
ら
せ
る
警
告
音
を
発
し
ま
し
た
。

「
佐
藤
さ
ん
地
震
来
る
よ
、
来
る
よ
」

と
Ｙ
課
長
。
私
は
「
は
？　

何
、
何
？
」
と
言
っ
た
数
秒

後
、
下
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ

る
強
い
縦
揺
れ
に
私
の
下
腹

も
揺
ら
れ
な
が
ら
部
屋
を
出

て
、
２
階
の
玄
関
へ
出
ま
し

た
。
窓
越
し
に
見
え
る
外
の

住
宅
や
駐
車
場
の
４
ｔ
、
８

ｔ
車
の
作
業
車
は
縦
に
揺
れ

て
お
り
ま
し
た
。
１
階
へ
逃

げ
よ
う
と
し
た
ら
、
Ｙ
課
長

は
玄
関
に
あ
る
高
さ
１
ｍ
20

㎝
く
ら
い
の
壺
を
押
さ
え
て

い
ま
し
た
。
私
も
、
倒
れ
そ

う
に
な
っ
た
置
時
計
を
押
さ

え
な
が
ら
、
Ｙ
課
長
に
「
一
昨
日
の
地

震
よ
り
強
い
？
」
と
訊
く
と
「
強
い
、

強
い
！
」
と
こ
れ
は
只
事
で
は
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
揺
れ
は
２
分
間
ほ
ど
続

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
長
く
感
じ

ま
し
た
。

　

揺
れ
が
一
旦
収
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
外

に
避
難
し
、
妻
や
会
社
へ
電
話
を
か
け

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
誰
に
電
話
を
か

け
て
も
繋
が
り
ま
せ
ん
。
停
電
も
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
車
の
ラ
ジ
オ
を
聴

き
な
が
ら
携
帯
電
話
で
リ
ダ
イ
ヤ
ル
の

繰
り
返
し
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
社

車
輌
の
カ
ー
ナ
ビ
の
Ｔ
Ｖ
で
、
栗
原
市

の
震
度
が
７
、
仙
台
市
で
６
強
、
し
か

も
津
波
警
報
（
大
津
波
）
ま
で
発
令
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
驚
愕
し
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
時
は
ま
だ
、
太
平
洋

沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
壊
滅
的
な
被

害
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、

そ
し
て
管
路
協
の
前
線
基
地
責
任
者
に

従
事
す
る
こ
と
ま
で
は
想
像
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
Ｔ
Ｖ
を
観
て
い
る
間
も
強

い
余
震
が
続
き
ま
し
た
。
会
社
へ
戻
ろ

う
と
す
る
と
、
電
線
は
切
れ
て
路
上
に

垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
停
電
の
た
め

信
号
機
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
国
道
は

大
渋
滞
で
す
。
い
つ
も
は
２
時
間
半
の

道
程
を
４
時
間
半
か
け
て
、
自
宅
へ
無

事
到
着
。
自
宅
へ
戻
り
家
族
の
無
事
、

社
屋
や
同
僚
、
実
家
の
無
事
も
確
認
で

き
一
安
心
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
私
自
身
が
担

当
し
て
い
る
市
町
村
の
公
共
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

場
や
処
理
場
が
停
電
し
て
い
た
た
め
、

そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
11
〜
13
日
ま
で

24
時
間
体
制
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
青
森
県
内
で
の
大
き
な
被

害
は
、
馬
渕
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
八
戸

市
）
の
水
処
理
施
設
の
一
部
と
ポ
ン
プ

場
が
停
止
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
報
告

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部　

佐
藤　

正
典
（
豊
産
管
理
㈱
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
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対
策
本
部
に
到
着
し
ま
し
た
。
宮
城
県

部
会
長
、
新
田
前
線
基
地
責
任
者
と
震

災
時
の
報
告
と
明
日
以
降
の
打
ち
合
わ

せ
を
済
ま
せ
た
後
に
、
宿
探
し
。
そ
の

間
に
も
余
震
が
数
回
あ
り
ま
し
た
。

　

14
日
に
東
京
の
管
路
協
本
部
か
ら
米

被
災
地
へ
出
発

　

13
日
に
は
、
管
路
協
の
篠
田
康
弘
常

務
理
事
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
管
路
協
が

仙
台
市
内
に
設
置
し
た
現
地
対
策
本
部

の
前
線
基
地
責
任
者
と
し
て
召
集
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
食
料
（
２
週
間
分
）
と
ガ
ソ

リ
ン
の
調
達
に
大
変
困
り
ま
し
た
。

　

仙
台
市
で
電
気
が
復
旧
し
た
と
い
う

情
報
は
得
て
い
ま
し
た
が
、
水
道
、
都

市
ガ
ス
の
復
旧
は
未
定
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
電
子
レ
ン
ジ
に
よ
る
加
熱
や

お
湯
を
掛
け
る
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
レ

ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
、
飲
料
水
を
社
員
総
出
で
集
め
ま
し

た
。
ガ
ソ
リ
ン
も
な
か
な
か
十
分
な
給

油
を
し
て
も
ら
え
な
い
状
況
で
し
た

が
、
得
意
先
の
ス
タ
ン
ド
に
頭
を
下
げ

て
特
別
に
満
タ
ン
と
携
行
缶
１
缶
に
給

油
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
の
営
業
車

も
昨
年
に
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
）
に
替
え
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、

青
森
・
仙
台
間
は
往
復
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
こ
こ
か
ら
で
す
。
も
う
日
が
落

ち
て
、
会
社
で
食
料
、
支
援
物
資
、
燃

料
を
車
に
押
し
込
み
準
備
万
端
。
我
が

営
業
車
は
ロ
ー
ダ
ウ
ン
気
味
で
し
た
。

　

し
か
し
、
さ
あ
出
発
！　

と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
支
援
物
資
の
こ
と
で

頭
が
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
私
個
人
の
荷

物
を
準
備
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

す
ぐ
に
自
宅
へ
戻
り
、
準
備
を
整
え
ま

し
た
。

　

妻
と
息
子
二
人
に
「
お
父
さ
ん
オ
ツ

ト
メ
し
て
ま
い
り
ま
す
」
「
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、
自

宅
を
出
発
。

　

す
で
に
時
刻
は
22
時
過
ぎ
。
国
道
４

号
線
を
暗
闇
の
中
ひ
た
す
ら
走
り
盛
岡

市
に
入
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
前
に
は
給
油
待
ち
の
車
の
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
栗
原
市
か
ら
仙

台
市
ま
で
は
液
状
化
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー

ル
の
隆
起
や
、
舗
装
の
割
れ
に
よ
る
段

差
が
あ
り
、
気
を
つ
け
な
が
ら
運
転
し

ま
し
た
。

管
路
協
現
地
対
策
本
部

　

14
日
朝
９
時
過
ぎ
に
、
管
路
協
現
地
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⑵
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
地
震
の
下
水

道
管
路
災
害
支
援
の
状
況
」
、（
公
社
）日

本
下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
、
平
成
23

年
６
月

　

※
管
路
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
み
て
く
だ
さ
い

川
調
査
課
長
が
夜
行
バ
ス
で
山
形
へ
向

か
う
と
の
連
絡
を
受
け
、
山
形
市
へ
移

動
し
て
宿
を
探
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

営
業
は
し
て
い
る
も
の
の
空
き
が
無

く
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
へ
一
人
ぼ
っ
ち
で
宿

泊
。
こ
の
日
も
余
震
が
数
回
続
き
、
こ

の
頃
か
ら
余
震
が
な
く
て
も
身
体
が
揺

れ
て
い
る
気
が
す
る
“
地
震
病
”
の
よ

う
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
深
夜
、
米

川
課
長
か
ら
直
接
仙
台
市
に
向
か
う
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
15
日
朝

に
仙
台
市
の
管
路
協
現
地
対
策
本
部
へ

戻
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

15
日
13
時
、
仙
台
市
の
東
北
地
方
整

備
局
内
に
設
置
さ
れ
た
「
下
水
道
現
地

支
援
本
部
」
に
管
路
協
宮
城
県
部
会
長

お
よ
び
新
田
氏
と
三
人
で
参
加
し
、
二

次
調
査
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
ま
し

た
。
我
々
は
、
燃
料
の
確
保
と
支
援
部

隊
宿
泊
場
所
の
確
保
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

翌
16
日
に
は
、
一
日
遅
れ
で
米
川
課

長
が
現
地
対
策
本
部
へ
到
着
。

　

私
は
、
今
後
の
二
次
調
査
の
受
け
入

れ
体
制
の
準
備
な
ど
、
27
日
ま
で
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

　

４
月
は
弊
社
の
仕
事
に
専
念
し
て
い

ま
し
た
が
、
５
月
１
日
か
ら
二
次
調
査

報
告
書
手
直
し
（
Ｏ
町
、
Ｋ
市
）
を
手

伝
っ
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
管

路
協
現
地
対
策
本
部
で
手
直
し
作
業
に

従
事
し
ま
し
た
。

　

当
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
会
員
の
皆

様
も
一
次
、
二
次
調
査
等
で
各
地
へ
出

向
き
作
業
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
被

災
者
の
心
情
、
被
災
地
の
現
状
は
言
葉

で
は
な
か
な
か
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。

　

が
ん
ば
ろ
う
東
北
、
が
ん
ば
れ
日

本
。

〈
参　

考
〉

⑴
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

初
動
対
応
を
踏
ま
え
た
下
水
道
管
路

施
設
の
災
害
対
応
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
、（
公
社
）日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
、
平
成
23
年
６
月
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１
．
は
じ
め
に

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
始
ま
っ
た
平

成
19
年
度
以
降
の
品
質
管
理
の
流
れ
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
性
能
確
認
試
験
の
た

め
の
試
験
片
は
平
板
か
ら
作
成
し
て
い

た
も
の
が
、
形
成
さ
れ
た
更
生
管
の
余

長
部
か
ら
採
取
、
作
成
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
試
験

項
目
も
曲
げ
と
耐
薬
品
性
だ
っ
た
の

が
、
引
張
圧
縮
ま
で
求
め
ら
れ
、
さ
ら

に
頻
度
も
管
径
ご
と
が
ス
パ
ン
ご
と
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
現
場
で
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
管
き
ょ

更
生
工
法
に
お
け
る
設
計
・
施
工
管
理

の
手
引
き
（
案
）
』
（
以
下
『
手
引
き

案
』
）
で
は
確
か
に
、
試
験
片
採
取
は

原
則
的
に
「
マ
ン
ホ
ー
ル
管
口
に
突
き

出
た
部
分
の
更
生
管
き
ょ
両
端
管
口
の

管
底
部
付
近
か
ら
切
断
片
を
採
取
さ
せ

る
。
」
と
あ
る
の
で
、
余
長
部
か
ら
の

採
取
は
手
引
き
案
に
従
っ
た
も
の
と
言

え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
で
き
な
い

場
合
は
別
の
方
法
で
も
よ
い
と
い
う

「
た
だ
し
書
き
」
は
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
実
施
す
べ
き
試
験
の
種

類
は
曲
げ
試
験
と
耐
薬
品
性
試
験
し
か

記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。
試
験
の
頻
度
も

管
径
・
ロ
ッ
ト
ご
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
、
引
張
圧
縮
試
験
の
実

施
や
頻
度
の
増
大
が
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、
『
手
引
き
案
』
の
参
考
資
料
と
し

て
付
さ
れ
て
い
る
特
記
仕
様
書
案
に
そ

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
試
験
片
は
余
長

部
か
ら
採
取
と
い
う
流
れ
は
す
で
に
多

く
の
政
令
指
定
都
市
で
は
実
施
さ
れ
、

２
．
試
験
片
採
取
上
の
留
意
点

⑴　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
の
場
合
は
形

成
さ
れ
た
厚
さ
の
ま
ま

試
験

　

ガ
ラ
ス
繊
維
で
補
強

さ
れ
て
い
な
い
オ
ー
ル

ラ
イ
ナ
ー
は
、
採
取

後
、
標
準
試
験
片
サ
イ

ズ
に
削
り
出
し
て
、

試
験
に
供
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
管
径
に
か
か

わ
ら
ず
一
定
の
大
き
さ
の
ラ
イ
ナ
ー

を
切
り
出
せ
ば
良
い
わ
け
で
す
（
写

真

－

１
）
。

　

一
方
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
は
ガ
ラ

ス
繊
維
が
積
層
さ
れ
て
い
る
た
め
、

全
厚
で
試
験
し
な
け
れ
ば
所
定
の
物

性
と
な
り
ま
せ
ん
（
写
真

－

２
、
図
参

照
）
。
し
た
が
っ
て
、
試
験
片
は
厚

さ
の
調
整
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
厚
さ

と
し
ま
す
。
ま
た
、
曲
げ
試
験
片
の
場

合
、
次
に
掲
げ
る
注
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

技
術
情
報

地
方
都
市
も
こ
れ
に
追
随
す
る
と
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
留
意
点
に
つ
い

て
い
く
つ
か
述
べ
ま
す
。

ラ
イ
ナ
ー
か
ら
試
験
片
を
採
取
す
る
場
合
の
留
意
点

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会 

技
術
委
員
長　

小
野
田　

信
彦

ア
ク
ア
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱　

渡
邊　

昌
二

呼び径（㎜） 内径（㎜） 呼び厚さ（㎜） 長さ（㎜）

φ230 230 6.0 200

φ250 250 7.0 200

φ300 300 8.0 200

φ350 350 9.5 220

φ380 380 10.0 230

φ400 400 10.5 230

φ450 450 12.0 260

φ500 500 13.0 280

φ530 530 14.0 300

φ600 600 16.0 340

φ700 700 19.0 400

表　オールライナーＺ試験片採取に必要なライナー長

図　オールライナーＺ断面

不織布＋樹脂硬化層

（外側）

（内側）

ガラス繊維層（マット）

ガラス繊維層（ロービング）
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⑵　

採
取
長
さ
に
注
意

　

例
え
ば
、
曲
げ
試
験
片
は
管
厚
の
20

倍
の
長
さ
を
必
要
と
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
厚
さ
19
㎜
の
場
合
は
19
×
20
＝

３
８
０
㎜
で
す
か
ら
、
40
㎝
近
い
長
さ

が
必
要
で
す
。
人
孔
と
ジ
グ
の
大
き
さ

と
の
兼
ね
合
い
で
、
発
進
側
か
ら
採
取

す
る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
到
達
側
か
ら
の
み
採
取
す

る
な
ど
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
、
前
述
の
曲
げ
、
引
張
、

圧
縮
お
よ
び
耐
薬
品
性
試
験
を
実
施
す

る
場
合
に
必
要
な
大
き
さ
を
管
径
ご
と

に
整
理
す
る
と
、
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

⑶　

型
枠
使
用

　

試
験
片
採
取
箇
所
は
余
長
部
と
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
プ

ロ
テ
ク
ト
ホ
ー
ス
で
保
護
さ
れ
て
い
る

箇
所
か
ら
採
取
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
合
、
プ
ロ
テ

ク
ト
ホ
ー
ス
は
若
干
伸
び
る
た
め
径
は

既
設
管
よ
り
大
き
く
な
り
、
ラ
イ
ナ
ー

が
受
け
る
圧
力
は
既
設
管
内
よ
り
小
さ

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
硬
化
発
熱
の
状

態
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ

ナ
ー
の
圧
密
状
態
が
不
足
し
た
り
、
樹

脂
発
熱
に
よ
っ
て
ガ
ス
が
発
生
す
る
な

ど
し
て
、
結
果
と
し
て
物
性
が
低
下
す

る
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
型

枠
（
写
真

－

３
）
を
使
用
す
る
の
が

原
則
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
人
孔

内
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
が
あ
り
、
ど
こ
で

も
設
置
で
き
る
状
態
で
は
な
い
の
が
実

情
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
設
置
可
能

な
場
所
を
探
す
な
ど
の
調
整
を
し
て
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷　

水
に
濡
れ
な
い
よ
う
に

　

試
験
片
を
採
取
す
る
部
分
が
水
に

浸
っ
て
い
る
と
、
硬
化
が
甘
い
か
、
最

悪
の
場
合
は
未
硬
化
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
、
供
試
体
採
取
箇
所
な
ど
必
要
に

応
じ
て
協
議
・
調
整
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

写真－２　オールライナーＺのテストピース

写真－３　型枠

写真－１　オールライナーのテストピース



オールライナーニュース第27号 平成23年８月25日発行　  （10）

ラ
イ
ナ
ー
の
原
位
置
検
査
技
術

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会 

技
術
委
員
長　

小
野
田　

信
彦

ア
ク
ア
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱　

中
村　

圭
吾

１
．
は
じ
め
に

　

形
成
さ
れ
た
ラ
イ
ナ
ー
の
強
度
を
調

べ
る
に
は
、
平
板
や
管
体
か
ら
試
験
片

を
取
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
往
々
に
し
て
関
心
が
あ
る
の

は
、
既
設
管
内
で
形
成
さ
れ
て
い
る
ラ

イ
ナ
ー
が
実
際
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
既
設
管
が
大
き
け
れ
ば
管

内
か
ら
試
験
片
を
採
取
す
る
こ
と
も
可

能
で
し
ょ
う
が
（
採
取
箇
所
を
ど
の
よ

う
に
補
修
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
り

ま
す
が
）
、
呼
び
径
８
０
０
未
満
で
は

こ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
方
法
が

二
つ
あ
り
、
ほ
ぼ
実
用
化
段
階
に
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
「
衝
撃
弾
性
波
検

査
」
、
も
う
一
つ
は
「
超
音
波
検
査
」

で
す
。
い
ず
れ
も
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協

会
で
開
発
し
た
技
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
客
先
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
簡

単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
．
衝
撃
弾
性
波
検
査

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
を
調
べ
る
簡
便

法
と
し
て
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
」

が
あ
る
こ
と
は
土
木
建
築
の
施
工
に
携

わ
っ
た
方
で
あ
れ
ば
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
一
定
の
条
件
で
ハ
ン

マ
ー
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
打
ち
付

け
た
と
き
の
跳
ね
返
り
の
大
き
さ
で
強

度
を
予
測
す
る
も
の
で
す
。
跳
ね
返
り

の
大
き
さ
と
強
度
に
相
関
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
簡
便
法
が
成
り
立

つ
わ
け
で
す
。

　

衝
撃
弾
性
波
検
査
は
こ
の
シ
ュ
ミ
ッ

ト
ハ
ン
マ
ー
法
に
似
て
い
ま
す
。

　

打
撃
部
を
備
え
た
衝
撃
弾
性
波
ロ

ボ
ッ
ト
（
写
真

－

１
）
を
管
内
に
入

れ
、
打
撃
部
を
更
生
管
内
面
に
打
ち
付

け
ま
す
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン

マ
ー
と
似
て
い
る
の
は
と
り
あ
え
ず
こ

こ
ま
で
で
、
こ
れ
以
降
の
処
理
は
若
干

異
な
り
ま
す
。

　

打
撃
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
で
す
が

音
が
し
ま
す
。
こ
の
、
ラ
イ
ナ
ー
に
伝

わ
る
音
（
正
確
に
は
振
動
）
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
ナ
ー
の
強
度
を

予
測
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
耳
に

聞
こ
え
る
音
は
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
振

動
数
の
音
が
重
な
り
合
っ
て
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
重
な
り
具
合
は
ラ
イ
ナ
ー

の
硬
化
状
況
で
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
程
度
の
硬
化
状
況
の

と
き
、
重
な
り
具
合
が
ど
う
な
る
か
と

い
う
対
応
が
わ
か
れ
ば
い
い
わ
け
で

す
。

　

注
意
が
必
要
な
の
は
、
発
生
す
る
音

は
、
ラ
イ
ナ
ー
の
種
類
と
厚
さ
に
よ
っ

て
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
方
法
を
現
場
に
応
用
す

る
に
は
、
ラ
イ
ナ
ー
の
種
類
と
あ
る
程

度
の
厚
さ
ご
と
に
音
の
デ
ー
タ
を
持
っ

て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
と
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
Ｚ
に
つ
い
て
、
衝
撃
弾
性
波
検
査

を
適
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の

ラ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
衝
撃
弾
性
波

検
査
が
適
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

写真－１　衝撃弾性波ロボットの外観



（11）　  平成23年８月25日発行 オールライナーニュース 第27号

て
い
ま
す
。

　

ス
イ
カ
の
熟
れ
具
合
が
叩
い
た
と
き

の
音
で
わ
か
る
と
い
う
人
が
い
ま
す

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
超
音
波
の
性
質
を
利
用

し
た
も
の
と
し
て
は
、
水
中
通
信
装
置

（
ソ
ナ
ー
）
、
魚
群
探
知
機
、
エ
コ
ー

診
断
装
置
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

や
は
り
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
と
オ
ー

ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
で
も
適
用
可
能
で
あ
る

こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
開
発
者

　

以
上
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
い
る
の
は
、
「
管
路
品
質
シ
ス
テ

ム
協
会
」
と
い
う
名
称
の
協
会
で
、

こ
の
名
称
の
英
訳
で
あ
る
、Pipeline 

Quality Evaluation System 
Thinking Association

の
頭
文
字

を
と
っ
てPQEST

協
会
（
ピ
ケ
ス
ト

き
ょ
う
か
い
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
はPQEST

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.pqest.org/

）
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
協
会
で
は
、
更
生
管
調
査
方
法

だ
け
で
は
な
く
、
既
設
管
の
健
常
度

（
劣
化
度
）
を
調
査
す
る
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
現
状
そ
ち

ら
の
ほ
う
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

さ
て
、
技
術
的
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
実
用
化
可
能
と
言
っ
て
も

よ
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
検
査
技
術

で
す
が
、
今
後
実
際
に
ど
の
よ
う
に
適

用
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
施
工

後
こ
れ
ら
技
術
を
利
用
し
て
硬
化
状
態

を
確
認
し
、
硬
化
状
態
が
良
く
な
け
れ

ば
、
適
切
な
処
置
を
し
て
完
全
硬
化
さ

せ
る
と
い
う
使
い
方
が
提
唱
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
そ
れ
を
想
定
し
、
未
硬
化

の
ラ
イ
ナ
ー
を
再
加
熱
に
よ
っ
て
完
全

硬
化
状
態
に
し
、
硬
化
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
試
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
施
工
業
者
が
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
よ
う
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
所

有
し
て
利
用
す
る
に
は
導
入
費
用
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
問
題
が
あ
り
、
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
一
般
的
な
判
定
方
法
と
す
る
に
は

ま
だ
ま
だ
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必
要
と
も

思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

が
、
衝
撃
弾
性
波
検
査
は
こ
れ
を
機
械

で
行
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
考
え
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

３
．
超
音
波
検
査

　

超
音
波
検
査
法
で
は
、
「
探
触
子
」

と
呼
ば
れ
る
超
音
波
を

対
象
物
に
伝
達
す
る
素

子
を
ラ
イ
ナ
ー
内
面
に

当
て
て
、
そ
こ
か
ら
ラ

イ
ナ
ー
内
に
超
音
波
を

発
射
し
ま
す
。
す
る
と

ラ
イ
ナ
ー
外
面
な
ど
で

反
射
し
た
超
音
波
が
反

射
波
と
し
て
戻
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
と
き
反
射

波
の
波
形
を
解
析
す
る

と
、
衝
撃
弾
性
波
と
同

じ
よ
う
に
ラ
イ
ナ
ー
の

硬
化
状
態
が
わ
か
る
と

い
う
も
の
で
す
（
超
音

波
検
査
で
は
こ
れ
を

「
未
硬
化
指
数
」
で
表

示
）
。
物
質
内
を
振
動

が
伝
わ
る
と
き
、
そ
の

速
さ
や
減
衰
は
物
質
の

状
態
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
超
音
波
検
査
は

こ
の
性
質
を
利
用
し
た

も
の
で
す
。
写
真

－

２
に
超
音
波
検
査
ロ

ボ
ッ
ト
の
外
観
を
示
し

写真－２　超音波ロボットの外観
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北
海
道
に
も
よ
う
や
く
短
い
夏
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

夏
と
い
え
ば
た
く
さ
ん
の
地
方
で
歴
史

の
あ
る
祭
り
が
数
々
開
催
さ
れ
ま
す
。
北

海
道
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
あ
り
ま
す

が
、
本
格
的
な
開
拓
が
明
治
時
代
に
始

ま
っ
た
た
め
、
日
本
の
他
の
地
域
よ
り
祭

り
の
歴
史
が
浅
い
と
言
え
ま
す
。
し
か
し

歴
史
が
浅
い
と
は
言
え
、
札
幌
に
も
有
名

な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
や

は
り
「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
で
し
ょ

う
。
で
す
が
、
札
幌
に
は
雪
祭
り
と
逆
の

「
さ
っ
ぽ
ろ
夏
祭
り
」
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

「
さ
っ
ぽ
ろ
夏
祭
り
」
と
は
、
今
年
で

58
回
を
迎
え
７
月
21
〜
８
月
20
日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
、
大
通
り
公
園
を
中
心
に
市
内

全
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
ま
つ
り
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
大
き
な
催
事
と
し
て
は
、
大
通
り

公
園
の
“
大
通
り
納
涼
ガ
ー
デ
ン
”
“
北

海
盆
踊
り
”
“
さ
っ
ぽ
ろ
バ
ザ
ー
ル
”
を

は
じ
め
と
し
て
“
狸
ま
つ
り
”
“
す
す
き

の
祭
り
”
な
ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
市
内

全
域
が
祭
り
に
明
け
暮
れ
る
１
ヵ
月
で

す
。

　

そ
の
中
で
も
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
る
“
大
通
り
納
涼
ガ
ー
デ
ン
”

は
、
７
月
21
〜
８
月
15
日
ま
で
大
通
公

園
（
西
５
丁
目
〜
11
丁
目
）
の
中
に
数

多
く
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
出
現
し
、
会
場

に
は
約
１
万
３
０
０
０
席
が
用
意
さ
れ
、

そ
の
規
模
は
国
内
最
大
級
で
す
。
４
大

ビ
ー
ル
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
の
凝
ら
し

た
会
場
設
定
を
行
い
、
連
日
多
く
人
が
訪

れ
ま
す
。
大
手
ビ
ー
ル
会
社
だ
け
で
な
く

ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
や
地
ビ
ー
ル

な
ど
出
さ
れ
る
ビ
ー
ル
の
種

類
が
豊
富
な
こ
と
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
仕
事
帰
り
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
は
も
ち

ろ
ん
、
最
近
で
は
家
族
連
れ

や
観
光
客
の
姿
も
多
く
、
土

日
な
ど
は
日
中
で
も
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

気
候
に
も
よ
り
ま
す
が
、
毎

年
20
万
ℓ
以
上
の
ビ
ー
ル
が
消
費
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
第
６
回
当
時
か
ら
収
益
金
の

一
部
を
福
祉
関
連
事
業
に
寄
付
す
る
な
ど

福
祉
活
動
と
し
て
の
取
り
組
み
も
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
祭
り
の
終
盤
（
８
月
14
〜
20

日
）
に
は
北
海
盆
踊
り
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
早
い
時
間
帯
は
子
供
盆
踊
り
遅
い
時

間
帯
に
は
北
海
盆
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
最
終
日
に
は
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
参
加
し

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
盛
り
上
げ
ま

す
。
こ
う
し
て
１
ヵ
月
続
い
た
「
さ
っ
ぽ

ろ
夏
ま
つ
り
」
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
が
終
わ
る
と
、
北
海
道
も
秋

に
グ
ッ
と
近
づ
き
ま
す
。
北
海
道
の
夏
は

短
い
で
す
が
、
過
ご
し
や
す
い
気
温
と
カ

ラ
ッ
と
し
た
空
気
の
中
で
飲
む
ビ
ー
ル
は

格
別
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
一
度
お
越
し

下
さ
い
！

　

私
は
管
清
工
業
㈱
の
大
島
正
行
と
申
し

ま
す
。
今
回
執
筆
依
頼
を
受
け
ま
し
て
何

を
書
こ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
私
の
出
身

地
で
あ
る
茨
城
県
下
妻
市
に
つ
い
て
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

所
在
地
は
茨
城
県
の
西
部
で
筑
波
山
の

西
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
西
側
に
は
鬼

怒
川
、
東
側
に
は
小
貝
川
と
い
う
川
に
挟

ま
れ
た
緑
豊
か
な
市
で
す
。
市
の
名
産
品

と
し
て
豚
、
ナ
シ
、
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
「
砂さ

ぬ
ま沼
」
と
い
う
農
業
用
た

め
池
が
あ
り
、
周
辺
は
砂
沼
広
域
公
園
と

し
て
市
民
プ
ー
ル
の
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
や

観
桜
苑
と
い
う
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
は
屋
外
プ
ー
ル
と
い
う

事
も
あ
り
開
園
期
間
は
７
月
中
旬
か
ら
９

月
初
旬
の
夏
休
み
期
間
と
な
り
ま
す
。
私

も
小
中
学
生
時
は
よ
く
遊
び
に
い
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
観
桜
苑
に
は
桜

の
他
に
菖
蒲
園
も
あ
り
初
夏
に
は
花
菖
蒲

が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

下
妻
市
の
夏
の
行
事
と
し
て
「
下
妻
ま

つ
り　

砂
沼
の
花
火
・
千
人
お
ど
り
」
が

有
名
で
、
皆
思
い
思
い
の
格
好
で
踊
り
歩

く
千
人
踊
り
と
、
そ
の
後
夜
か
ら
始
ま
る

花
火
大
会
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
花
火
は
砂
沼
の
湖
上
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
空
に
あ
が
る
花
火
と
湖
面
に
映
る

花
火
と
を
観
な
が
ら
飲
む
お
酒
は
最
高
で

す
。

　

今
年
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影

響
で
、
花
火
大
会
に
限
ら
ず
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
る
日
が
少
し
で

も
早
く
な
る
よ
う
、
仕
事
を
通
し
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

札
幌
夏
の
風
物
詩

東
北
・
北
海
道
支
部

故
郷
「
下
妻
」
の
夏

関
東
支
部

ビアガーデン

北海盆踊り

下妻市の位置

砂沼広域公園
砂沼の花火
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「
下
水
道
展
’11
東
京
」

　
　
　
　
　
　

写
真
レ
ポ
ー
ト

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
事
務
局

　

今
年
の
下
水
道
展
は
７
月
26
日

（
火
）
よ
り
29
日
（
金
）
ま
で
、
東
京

都
江
東
区
の
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」

で
３
１
３
団
体
（
１
０
１
８
小
間
）
が

出
展
さ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

通
常
電
力
使
用
量
の
25
％
削
減
を
目
標

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
暑
い
な

か
、
１
１
８
３
名
様
が
当
協
会
ブ
ー
ス

に
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
（
全
体
の
来

場
者
数
は
、
８
万
８
９
１
人
と
の
こ
と

で
す
）
。

　

今
回
も
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
ブ
ー

ス
で
は
昨
年
と
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
「
お

客
様
・
会
員
さ
ん
に
談
笑
室
及
び
憩
い

の
場
を
」
で
出
展
い
た
し
ま
し
た
。
開

催
地
担
当
支
部
お
よ
び
青
年
部
、
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
、
熱
心
に
商
品
説
明
等

を
行
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
お
越
し
下
さ
っ
た
お
客
様
・
会
員
様

に
は
、
冷
た
い
物
を
口
に
楽
し
く
談
笑

し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

青
年
部
の
皆
様
、
メ
ー
カ
ー
の
皆

様
、
ま
た
関
係
者
の
皆
様
、
暑
い
中
い

ろ
い
ろ
と
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰

様
で
「
下
水
道
展
２
０
１
１
東
京
」
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
「
下
水
道
展
２
０
１
２
神
戸
」

は
、
７
月
24
日
（
火
）
〜
27
日
（
金
）

の
期
間
、
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

７月26日 ７月27日 ７月28日 ７月29日 合計

自治体 31 66 107 92 296

一般 104 184 238  189 715

コンサル 18 38   30 38 124

海外 23 11 8 6 48

計 176 299 383  325 1,183

全体 15,184 21,180 22,841 21,686 80,891

「下水道展’11東京」オールライナー協会ブース来場者

▲�仙台市で実施した入浴支援につい
てもパネル展示しました

▲�来年は神戸市でお待ちしております ▲�現物を手に、説明にも熱が入ります

▲�今回のブースは、３方に開けた、使い勝手の
良い角地でした

▲�「管内へはどうやってライナー材
を引き込むんですか？」模型があ
ると質問も具体的です
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何
が
で
き
る
か

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
で
は
４
月
１

日
か
ら
29
日
ま
で
の
約
１
ヵ
月
間
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災
し
た
住

民
支
援
の
一
環
と
し
て
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
仙
台
市
宮
城
野
区
の
岡
田

小
学
校
で
入
浴
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
更
生
材
を
温
水
で
熱
硬

化
さ
せ
る
際
に
使
用
す
る
ボ
イ
ラ
ー
車

と
給
水
車
を
活
用
し
て
特
設
の
入
浴
施

設
を
避
難
所
内
に
開
設
し
た
も
の
。
期

間
中
の
毎
週
水
〜
金
曜
日
に
入
浴
施
設

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
発
災
直
後
か
ら
「
我
々
が

支
援
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と

の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
な
か
、
幹
部
の
間
か
ら
「
管
更
生

工
事
に
用
い
る
ボ
イ
ラ
ー
車
が
入
浴
支

援
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
案
が
上
が
り
ま
し
た
。
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
工
法
で
は
ラ
イ
ナ
ー
を
硬
化
さ
せ

る
際
に
高
温
の
お
湯
を
大
量
に
使
い
ま

す
の
で
、
日
常
使
用
し
て
い
る
機
材
と

技
術
で
浴
槽
に
お
湯
を
張
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。
春
と
は
い
え
ま
だ
寒
い

東
北
で
、
発
災
直
後
か
ら
着
の
身
着
の

ま
ま
で
入
浴
も
で
き
な
い
で
い
る
被
災

者
の
心
と
体
を
少
し
で
も
癒
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
出
た
も
の

で
す
。

「
虹
の
ゆ
」
誕
生

　

協
会
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
車
と
給
水
車

を
用
意
す
る
の
と
同
時
に
、
全
国
の
会

員
企
業
に
人
材
の
ほ
か
ゴ
ム
製
の
浴
槽

や
単
管
パ
イ
プ
、
照
明
器
具
と
い
っ
た

機
材
の
提
供
を
募
り
ま
し
た
。
準
備
作

業
と
並
行
し
て
仙
台
市
や
避
難
所
側
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
、
開
設
期
間
は
４

月
１
日
か
ら
東
北
新
幹
線
の
復
旧
が
見

込
ま
れ
て
い
る
５
月
１
日
ま
で
の
約

１
ヵ
月
間
と
暫
定
的
に
決
定
し
ま
し

た
。
支
援
隊
は
、
永
野
刀
男
隊
長
（
協

会
会
長
）
、
平
田
悦
夫
副
隊
長
（
関
東

支
部
長
）
の
も
と
、
宇
都
宮
文
化
セ
ン

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

ボ
イ
ラ
ー
車
活
用
し
特
設
風
呂
を
開
設

①排水設備設置 ②テント組立て ③車両・設備設置

⑤テント組立て完了 ④お湯張り完了

水道水 温水作成

給水車 給水車ボイラー車

温水再加熱

虹
の
ゆ

「虹のゆ」のしくみ

タ
ー
㈱
、
青
木
清
掃
㈱
、
㈱
伊
達
建

設
、
ア
ク
ア
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
の
各
社
か

ら
成
る
12
名
体
制
。
３
月
31
日
に
は
翌

日
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
入
浴
支

援
ス
タ
ッ
フ
第
一
陣
が
出
発
し
ま
し

た
。

　

入
浴
施
設
の
名
称
は
「
虹
の
ゆ
」
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
が

展
開
す
る
“
七
つ
の
工
法
”
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
希
望

の
光
が
灯
る
よ
う
に
願
っ
て
名
付
け

「虹のゆ」設営状況
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「虹のゆ」浴室のようす

温水管理状況夜は 19時まで開設

足湯も設置しました

スタッフ宿泊用テント

現地自治会の方々に感謝の言葉をいた
だき、撤収となりました

水質確認もしっかり実施

食事は自炊で賄いました

ら
れ
ま
し
た
。
同
施
設
の
大
き
さ
は
一

度
に
20
人
が
入
浴
で
き
る
く
ら
い
の
も

の
で
、
ゴ
ム
製
の
浴
槽
は
２
・
２
ｍ
×

４
・
５
ｍ
×
０
・
８
ｍ
で
容
量
は
約

７
２
０
０
ℓ
。
こ
れ
を
二
つ
連
結
し
、

湯
船
と
洗
い
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
浴

槽
に
は
ボ
イ
ラ
ー
車
で
沸
か
し
た
80
℃

の
お
湯
を
張
り
、
給
水
車
に
積
ん
だ
冷

水
で
適
温
に
う
め
な
が
ら
の
提
供
で

す
。
開
設

時
間
は
12

時
か
ら
19

時
ま
で
の

４
時
間
と

し
、
１
日

２
０
０
人

が
利
用
で

き
る
よ
う

に
準
備
を

進
め
ま
し

た
。

　

支
援
に

あ
た
る

ス
タ
ッ
フ

12
人
は
自

炊
体
制
で

支
援
に
臨

み
、
お
湯

の
入
れ
替
え
や
入
浴
施
設
の
清
掃
、
機

材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
入
浴
さ
れ
た
被
災
者
の
な
か
に

は
、
「
虹
の
ゆ
」
の
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス

等
で
知
っ
て
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
方

も
。
「
地
震
後
初
め
て
の
入
浴
で
す
」

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

本
物
の
虹
が
！

　

湯
加
減
な
ど
試
行
錯
誤
の
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

の
明
日
へ
の
活
力
に
な
る
よ
う
に
思
い

を
込
め
て
お
風
呂
の
提
供
を
行
い
ま
し

た
。
入
浴
支
援
は
４
月
29
日
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
に
１
３
３
６
人
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
な
ん
と
！　

最
終
日
の
29
日

に
は
、
避
難
所
を
包
む
よ
う
に
本
物
の

虹
が
空
に
架
か
り
ま
し
た
。

最終日には本物の虹が架かりました
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会員名簿
［　］は出先機関／五十音順（各支部毎） 平成23年７月31日現在

㈱ 三 木 田 興 業
㈱ 水 村 建 設
宮 本 土 木 ㈱
㈱ メ ー シ ッ ク
㈱ ヤ マ ソ ウ

中部支部（64）

㈱ ア ー ス ワ ー ク
㈱ 朝 日 管 清 興 業
東 建 設 ㈱
㈱ 新 井 組
ア ラ イ 建 設 工 業
市 川 土 木 ㈱
㈱ 老 本 組
㈱ 尾 張 ク リ ー ン パ イ プ
小 原 建 設 ㈱
角 地 建 設 ㈱
勝 間 田 建 設 ㈱
加 藤 建 設 ㈱
㈱ 加 藤 建 設
金 沢 市 清 掃 ㈱

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
共 栄 建 設 ㈱
神 稲 建 設 ㈱
㈱ ク リ オ
㈲ 肥 田 建 設
㈱ 古 賀 ク リ ー ナ ー
五 光 建 設 ㈱
五 曠 建 設 ㈱
金 剛 建 設 ㈱
㈱ 斉 藤 組
サ ン デ ッ ク ㈱
シ ヴ ィ ル 建 設 ㈱
㈱ 篠 川 組
清 水 口 建 設 ㈱
西 遠 建 設 ㈱
大 幸 住 宅 ㈱
大 興 建 設 ㈱
大 伸 建 設 ㈱
大 和 建 設 ㈱
高 道 建 設 ㈱
㈱ 田 中 商 会
千 曲 建 設 工 業 ㈱
中 南 勢 清 掃 ㈲
中 日 コ プ ロ ㈱
ト ー エ イ ㈱
㈲ 東 海 維 持 管 理 興 業
東 海 管 清 興 業 ㈱
㈱ 東 海 下 水 道 サ ー ビ ス
東 海 下 水 道 整 備 ㈱
東 海 興 業 ㈱
東 海 土 建 ㈱
㈱ 東 邦 工 務 店
富 山 土 木 ㈱
豊 立 工 業 ㈱
㈱ ナ カ ケ ン
中 村 建 設 ㈱
㈱ 中 村 土 木 建 設

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 二 友 組
㈱ ハ シ モ ト

日 立 メ ン テ ナ ン ス ㈱
平 井 工 業 ㈱
㈱ 芙 蓉 施 設 セ ン タ ー
㈱ 松 本 組
㈲ ミ エ コ ロ ジ ー
㈱ 南 山 建 設
㈱ ミ ヤ マ サ 建 設
山 城 土 木 ㈱
吉 川 建 設 ㈱
㈱ 渡 辺 商 事

関西支部（24）

新 井 建 設 ㈱
石 坂 建 設 ㈱
㈱ 交 野 興 業
京 環 メ ン テ ナ ン ス ㈱
京 阪 神 道 路 サ ー ビ ス ㈱
㈱ ケ ン セ イ
最 上 建 設 ㈱

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈱ 末 廣 興 業
㈱ Ｄ Ａ Ｉ Ｓ Ｅ Ｉ
大 東 衛 生 ㈱
大 明 道 路 管 理 ㈱
武 田 興 業 ㈱
㈱ 永 川 組 建 設
㈱ 西 山 組
日 本 土 建 工 業 ㈱

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 平 野 組
㈱ 平 成 建 機
益 田 工 業 ㈲
的 場 商 事 ㈱
㈱ 山 本 工 業
㈱ 友 興 組
吉 野 建 設 ㈱

中国 ･四国支部（23）

㈱ 愛 亀
青 木 工 業 運 輸 ㈱
㈱ 綾 野 工 務 店
㈲ イ ワ タ ニ 工 業
㈱ 開 敷
㈱ 環 境 開 発 公 社
関 西 防 水 工 業 ㈱

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈲ サ ン ク リ ー ン
妹 尾 産 業 ㈲
㈱ 千 成 建 設
㈱ 大 都 建 設
中 国 特 殊 ㈱
㈱ 友 鉄 ラ ン ド
㈲ 中 村 興 業
㈱ ヒ ュ ー ム
藤 田 興 業 ㈱
㈲ マ ツ ジ ョ ウ
丸 伸 企 業 ㈱
㈱ 三 次 衛 生 工 業 社
㈱ ミ テ ッ ク
㈱ 蓬 莱 組
㈱ ヤ ク シ

九州支部（44）

飯 盛 運 輸 ㈱
㈱ 石 橋 高 組
上 田 建 設 工 業 ㈱
エ ス エ ム 環 境 開 発 ㈱
大 林 建 設 ㈱
㈱ 椛 組
環 境 開 発 興 業 ㈱
㈲ 環 境 整 備 セ ン タ ー
㈱ 環 境 未 来 恒 産

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈱ 北 九 州 環 境 美 化
㈲ 九 興 建 設 工 業
㈱ 九 州 事 業 セ ン タ ー
九州清掃事業センター㈱
協 和 機 電 工 業 ㈱
㈲ 広 陽
後 藤 建 設 ㈱
小 西 建 設 工 業 ㈱
西 部 建 設 工 業 ㈱
佐 々 木 工 業 ㈱
山 興 建 設 ㈲
㈲ 浄 水 管 理
杉 本 組
㈱ 成 研
㈱ 武 末 建 設 工 業
㈱ 立 石 工 務 店
㈲ 天 山 環 境 開 発 工 業
㈱ 冨 倉
㈱ ナ イ ン ス テ イ ツ
㈱ 中 島 工 務 店
㈱ 日 建 総 合 建 設
野 方 菱 光 ㈱
林 宗 土 木 ㈱
㈱ 福 重 産 業
㈱ フ ジ エ ア テ ッ ク
㈱ ホ ク エ イ
㈲ 細 川 工 業
前 田 興 業 ㈱
㈱ 丸 十 環 境
丸 新 機 工 ㈲
三 浦 国 土 建 設 ㈱
三 笠 特 殊 工 業 ㈱
㈱ 山 本 組
㈲ 友 興

賛助会員

㈱ カ ン ツ ー ル
㈱ ス ワ レ ン ト
㈱ 南 陽

特別賛助会員

北 野 建 設 ㈱

特別会員

ア ク ア イ ン テ ッ ク ㈱

東北・北海道支部（18）

㈱ 伊 藤 組
㈱ 伊 藤 鉱 業
㈱ 英 明 工 務 店
㈱ 亀 田 清 掃

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
環 清 工 業 ㈱
㈱ 菊 地 組
㈱北日本ウエスターン商事
協業組合アクアテック栗原
協 業 組 合 ケ ン ナ ン
㈱ 東 部 清 掃
仲 野 衛 生 管 工 ㈱
㈱ 西 田 組

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈲ 東 日 本 環 境 保 全 工 業
豊 産 管 理 ㈱
松 浦 商 事 ㈱
豊 興 産 ㈱

関東支部（44）

ア イ レ ッ ク 技 建 ㈱
青 木 清 掃 ㈱
浅 井 建 設 ㈱
㈱ あ じ さ い 建 設
㈱ 池 田 建 設
㈱ 稲 元 興 業
上 国 興 業 ㈱
宇 都 宮 文 化 セ ン タ ー ㈱
永 光 建 設 ㈱
大 蔵 工 業 ㈱
㈱ 回 王 建 興

［ ㈱ 加 藤 建 設 ］
管 清 工 業 ㈱
㈱ 関 東 特 殊 防 水
共 榮 建 設 ㈱
㈱ 協 同 清 美
㈱ 京 浜 植 物 園
㈱ 現 代 建 設
㈱ コ イ デ
㈱ 小 島 組
小 柳 産 業 ㈱
三 喜 技 研 工 業 ㈱
山 光 建 設 ㈱
三 立 建 設 ㈱
㈱ 杉 山 土 建
隅 田 川 工 業 ㈱
㈱ 伊 達 建 設
㈲ 調 布 清 掃
動 栄 工 業 ㈱
㈱ 東 京 三 田 組
㈱ 成 瀬 建 設
新 潟 特 殊 企 業 ㈱
日 本 下 水 道 管 理 ㈱
日 本 施 工 管 理 ㈱
日本ハイウエイ・サービス㈱ 
平 山 建 設 ㈱
扶 桑 建 設 ㈱

［ 松 浦 商 事 ㈱ ］
丸 新 土 木 ㈱




